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1　研究目標
　これまで表現指導及鑑賞教育全体の中で，各
種の流派並運動について研究してきた。今回は
表現主義について考究することにした。我が国
においては，これまでは，フランス，イタリヤ
等の美術のとり入れが多くみかれられる傾向が
あった。これに対して，いわゆるゲルマン的な
美術については，あまりとり入れられず，評価
についてもいろいろで，定義についても広い範
囲のもの，狭い範囲にするものがある。すぺて
の表現にはそれぞれの創造的思考があり，各個
性はそれぞれ独自の思考による表現を示してい
る。ここでは表現主義そのものの思考やその全
体を網羅するような評論をするのではなく，又
歴史的経過を述べるものでもない。実際に美術
教育を行うに当って，この運動の中に生れた作
品に対して，どのように対処していくか，どの
ように取入れていくか，について考究すること
にした。表現主義は，どちらかといえば内面的
思考や心情が先行していく活動であり，印象派
及それに続く諸派のような視覚的観察による描
写的な表現とは対照的な傾向である。青少年の
美術指導については，その経験からすれぽ，
フォーヴィスムとともに表現主義にも青少年の
表現とは多くのみのがせない共通性をもってお
り，青少年の表現活動とは多くの共感を生むこ
とができる。従って表現主義の美術の研究は，
それを資料としていくとき，青少年の創造的表
現力を高めるために，大きな効果が期待できる。
II研究方法
研究の資料としては画集及書物があるが，直
接に作品とその環境について省察することが必
要である。1964年3月から65年の3月に至る
滞欧研修についで，1973年7月から9月に至る
滞欧研修を果した。表現主義の作品は世界各国
にあり，欧州の諸国だけでは充分とは思わない
が，さらに海外研修を重ねることによってこの
研究を深める必要がある。今回は特に北欧諸国
にいくことができ，一そう見聞を深める機会が
多かった。主な今回の美術館やコレクションを
挙げれば次の如くである。
Paris
　　　・Musee　des　Beaux－Arts　de　la　ville
　　　　de　palais
　　　・Musee　National　du　Louvre
　　　・Musee　de　1’Impressionnisme（Jeu
　　　　de　paume）
　　　・Musee　de　1’Orangerie
　　　・Musee　National　d’Art　Moderne
Bordeaux
　　　・Musee　des　Beaux－A∫ts　de　Borde・
　　　　aUX
　　　・Galerie　des　Beaux－Arts
London
　　　・British　Museum
　　　・National　Gallery
　　　・Tate　Gallery
Roma
　　　・Galleria　Nazionale　d’Arte　Moderna
Venezia
　　　・La　Galleria　d’rte　Moderna
　　　（CA’PESARO）
　　　・The　Peggy　Guggenheim　Foundation
Geneve
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　　　・Capinet　des　Estampes　du　Musee
　　　　d’Art　et　d’Histoire
　　　・Musee　d’Art　et　d’Histoire
　　　・Petit　palais
　　　・Collections　genevoises（Art　du　xxθ
　　　　siecle）
Zurich
　　　・Kunsthaus　zUrich
Wien
　　　・Muse㎜des　20．　Jahrhunderts．
　　　・K迦stlerhaus
Munchen
　　　・Stadtische　Galerie
　　　・Haus　der　Kunst
Hamburg
　　　・Hamburger　Kunsthalle
Kφbenhavn
　　　・Statens　Museum　for　Kunst
Oslo
　　　・Nasjonal　galleriet
　　　・Munch－Museet
Stockholm
　　　・Nationalmuse㎜
　　　・Moderna　Museet
　　　・Thielska　galleriet
III表現主義の意義及特質
　表現主義という概念については，これを広い
意味にとれば，第一次大戦前の反印象主義的な
もののすべてを指すことになるから，ドイツ表
現派ばかりではなく，野獣派，立体派，未来派
までも含めて考えることになる。狭い意味では
いわゆるドイツ表現主義を中心として考えるこ
とになる。グループができ運動が展開されてい
く中にあっては，それに参画してきた作家は必
ずしも，特定の国ドイツに限られているわけで
はない。特定の作家の若干の人々は終始その主
義的なものの中にいたことも認められないこと
はないが，大部分の作家は国境のない芸術活動
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としての展開に参加したのであり，各作家は究
極的には各人の個性的な仕事の開拓に専念して
いくのである。その目標とされたことがらが，
現象の再現ではなく，形体的要素に重点がおか
れ，又は主観的な感性と抽象的性質の強調をと
りあげていく傾向のものであるとみるならぽ，
今日の絵画の殆んどが表現主義的な傾向にある
とみなされないこともない。さらにはどちらかと
いえば装飾性よりは造形性を強調していると考
えられる。マチスは1908年ベルリンで個展を開
いた当時の言葉として「私が何よりも努力して
いるのは表現である」といい又「表現というの
は，絵のコンポジション全体にある」と述ぺて
いる。一般には表現の技術的な面からみれぽ，
対比的な色彩のとり入れ方が多いことや，筆触
の荒々しいものが多いから，この点からすれば，
野獣派のものとの共通点がかなりある。表現へ
の強い迫力とデフオルメもその特徴として受け
とられる。印象主義の作品が即物的で詩的な変
形を企図したとされているが，表現主義との大
きなちがいはむしろ，印象主義が，表面的描写
であるのに対して，その制作の意図が表現主義
にあっては，内面的，精神的なものにおかれ，
生命にかかわる感情の問題におかれていること
であろう。この精神的な感情的なものが主題と
なっている点からすれぽ，いわゆるドイツ表現
主義といわれる一群のものの中にはこの傾向が
極端なまでに表出されている。人間の精神的な
ものの中から取材し表現しようとすれば，必ず
しも，平和で豊かな平穏無事なものぽかりでは
なく，悲劇的な不運や不幸なもの，又は，のろ
われたものの不安や病的な現象も表現されるこ
とになる。こうしたものの中で極端なものにつ
いては不健全なものとして取扱われ，政治的な
弾圧さえ加えられたものがある。ドイツ表現主
義の作家の中には最初は印象主義の熱心なとり
入れにはげんだ人々もあるわけであるので，必
ずしも印象主義や古典主義の一切を排除するも
のではなく，それらにこれまで不足していた内
面的，精神的なものを加え，単に外観的な観照
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Edvard　Munch
はかりにとどまらず，　むし／）き青ト申自勺な内｝容や一主
観的な観照と感情的なものが先行していく造形
活動と考えられる。従って理性にもとつくもの
よりは，本能的なもの，感情的なものとして，
欲望とか憎悪とか愛などもその表現の内容とさ
れることがあり，現実のもめに加えて幻想的な
ものが，それにからまりあい，まざり合わされ
て表現されることもある，その中には人間のこ
とであるから荒れすさんだ感情の悪夢のような
ものまでが，その対象としてとりあげられてい
る。同じようにテフオノしメとはいっても，立体
派のそれのように物体の分析や解体とかとは根
本的な相違がある。物体を分解してしまうよう
なことはせず，形の中にこめられている魂のよ
うなものを表現しようと力めている、’ゲ実L義者
や古典主義者のような細部に亘るきめこまかい
観察と表現はあまり行われていない。表現主義に
あっては人物画の場合は勿論のこと，自然に対
しても生きて活動しているかのような生命力の
表現がみられ，生命を断たれてしまった静物と
して扱われている。野菜や魚貝，肉片，動物，
鳥などにもふしぎなばかりに生命感がある。究
極的には新しい現実を創造していく中で，イ
メージが加えられ，ものとものとの相互の間に
も，それまでのものにはみられなかった新しい
関係がつくられている。色彩と形体とは不離一
体のものながら形体的にもデラオ・レメによる意
義は大きいが，色彩も又重要な役割を示してお
り，零囲気と感情を表すために用いられている。
　ドイツ表現主義といわれるものの代表的な作
家としては　Edvard　Munch　（1863－1944）
Ernst　Ludwing　Kirchner（1880－1938）Erich
Hecke1（1883～　　）Karl　Schmidt－Rottluff
（1884～　　）Fritz　Bleyl　Die　Bruckeの【｝】
ではMax　Pechstein（1881～　）Axel　Galen．
Otto　Muller　（1874～1930）　Emil　Noide
（1867－1956）Cuno　Amiet（1868～　　）Kees
van　Dongen（1877－　　　）
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　Paula　Moderso㎞一Becker（1876～1907）な
どがおり，「プリュッケ」がFauvisme的であっ
たのに対しDer　Blaue　ReiterはCubismeと
抽象絵画の造形思考を解決しようとしている。
Wasili　Kandinski（1866－1944）はその中心人
物であるがFranz　Marc（1880－1916）
　August　Macke（1887～1914）Paul　Klee
（1879～1940）などが挙げられる。又フランスの
Expressionisme　の中には　Chaim　Soutine
（1894～1943）があり，リトアニア生れの彼はは
げしい色調で現代の不安を風景や静物の中に託
して表現している。
　Julius　Pascin（1885～1930）ブルガリア生れ
でミュンヘン育ちの彼は主として女体の多感な
デッサンと淡い色調の中に厭世的な気分をただ
よわしているものが多い。Amedeo　Modigliani
（1884～1920）イタリヤ生れの彼はネグロ彫刻，
セザンヌ，キュービスム，フォーヴィスムの影
響を受けており，憧れや苦悩，人間愛を表現す
る中で単純化とデフォルメの造形的な表現の中
にもすぐれた立体感を示している。　PAOLO
DANCONAの著SOME　ASPECTS　OF　EXPRE・
SSIONISM　EDIZONI　DEL　MILIONE　・MILAN
（ITALY）の中には前記の三作家のほかに幻想的
な作品を多く作っているロシヤ生れの　Marc
Chagal1が載せられている。ピカソとも識り
あって立体派の感化を受けたようだが，幻想を
主題とすることが多いため，Sur　Realismeの
作家とされることもある。このように，論者に
よってその分類は必ずしも一定ではない。本稿
においてはこれらのすべての作家について論述
することはできない。そのためもっともとりあ
げたい数人の作家について考察することにし
た。ムンク，ノルデ，ココシュカ，スーチン，
パスキン，マリオシロー二，ルオーを中心とし，
其の他若干の作家について述べる。Herbert
ReadはTHE　MEANING　OF　ARTの中で，
「表現主義とは内部の感情を外部に表示するこ
とである。表現主義は理想主義，写実主義とな
らぶもので，印象主義，超現実派などのものと
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同一ではない」としている。
　このように表現主義に対する論はさまざまで
ある。
IV　作品について
　1．Edvard　Munch（1863～1944）ムンクの
作品の中で最初にとりあげたいのはNasjona・
lgallerietにある「叫びLecri」である。実物を
みるときと写真や複製をみるときとでは相当感
じを異にしている。（下図と思われるものをみて
いても色のないためか），大きさが91cmと73
．5cmもあるためか，真に迫るようなものとし
て受けとれる。直線的な橋の手すりのようなも
のによる遠近感とは対照的に空のうねりのよう
な赤い横縞と海辺の陸地にもそれと対応するよ
うなカープが描かれている。手前に脚のみえな
い人物が両手をそれぞれ耳に当てている。デフ
オルメの強い姿がよく調和している。その表情
は子供達の絵にはよくみかけられそうなものだ
が，陸地のこまかいものは一切省略されている。
ノルエーの海岸にはどこにもよくあるような背
景であるが，曲線と直線との組合わせにはその
造形性がうかがわれる。空にある僅かにのぞく
青味の色彩にも大きな意義を感じられる。驚き
からくる叫びの表情が大へんよく感じられる作
品である。
　これによく似た背景をもって描かれているの
は，1894作のFearである。
　Kneeling　Nude　102×72cmの作品は，逆光
で体の色彩がピンク，背景は燈色で下は青系の
淡い色である。彼の絵にしては珍らしく健康的
に思はれる色調で逞しさがある。眼の描きぶり
だけは「叫び」の絵に共通するものがある。手
の描き方には大胆なまでに省略のきいたもの
で，腕と脚の肉付けはよく暖かい感じの作品で
ある。
　Hafen　von　LUbeckはkunsthas　zUrichで
みた船の黒と赤の色のものだが，いかにも丈夫
でしっかりした強さがある。しかしパスキンの
絵にあるふるえるようなか弱く細い描線がとこ
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うところにみられる　いかにも神経買らしいと
ころがある
　全体としてのまとまりは，つよくひきLま’・
ているModel　restingはウァン，トンゲンにも
このホースに似た女性像がある　対角線的に置
かれたソファに対して直角的なlr・」きにして坐し
ているのは，構図的にもLたされたところであ
ろう　書棚の直線や其の他の諸道具との配置も
その空間の表現に役割をもたせてあり，直線的
な構築物と曲線的なノ、物像との組合せが巧まざ
る自然さを以て表現されている　赤とII「との対
照のほかに暗い色と明るい色とのコントラノ、ト
があり，　・そう強くしている　140×118cmのも
のたがこれも健全な人物画てある
　「橋ソ）　L（ノ）女良撒こ㌃）11899fド（ノ）］⊃ソ）1よ4　ノ＼（ノ）女良
が，橋のrすりに椅りかか・て、万，ている　手
前のノ、物はこちらを向いて1万・ている　「叫び、
の場合の構図のように奥行のついた直線的て遥
かに続く道がとり人れてある，これに1白：角の方
向に垣がかかれ，こんもりした緑濃い茂みが描
かれていてその形は丸味をも・・ているのに対
し，建物の直線的なものとの組合わせが巧妙で
ある，ハンブノしク）こ術館でみた作品は∫三前の少
女は帽rをもつ白い服の娘が一番二手前にいて，
黄色と白との調和をみせている．次にいる人物
は赤の服である，これも前向きとな・・ているの
は共通である，オスロの国立）こ術館にある「橋
の上の女良」圭」Pikene　pa　bryggen．は136×125．
5cmのf乍品であるが，　…ノ、のノ、物，1901年の
もので全部がうしろ向きになパており，河の万
をむいて）仁・ている　手前のノ∫から白，赤，緑
の服を着た娘の順にオいている　うす黄色な月
が上りはじめているのが特に印～女的である　美
しい情景である　彼の絵は激情的なものがある
とされているが，これら・連の橋の1：にノ、物を
配した作品群には静けさがこも・）ている、排他
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的な要素や奇怪なものは微塵も認められない。
ストックホルムのティエルスカ画廊にある作品
「P員bron」は女5人と男3人が描かれており，
環になって語りあっているような女性群に対
し，男性は黒っぽい服装で，背をむけて河をみ
ている組合わせになっている。版画にも油彩に
もしばしぼこの題材はとりあげられている。単
純化された人物と静かな自然とのよき調和を示
している。
　彼の風景画の中では擬人化した樹木がよくみ
かけられる。チューリッヒの美術館にある「冬
の夜」Winternacht－Nuit　d’hiverもその一例で
ある。海岸の垂直的な樹木の針葉樹林がその空
や水とともに北欧の冬の色を示しているが，手
前の樹木の形は何ごとかを語りかけてくるよう
である。雲の中にみられる僅少な暖色が効果的
ななごみをみせてくれる。これは救われるよう
な感じである。Munchmuseetでは特に印象的
であった風景画「Sternnacht－Nuit　6toilee
（1923～24）」である。星の輝く雪の風景で，ゴッ
ホの街の夜景で，これに似たものものがあるが，
珍らしい風景画であり，楽しい絵である。近景
の大きな波のような区分けと組立てに対し，遠
景の色どりのある豊かな絵である。森や雪の色
もいろいろな変化を表していて美しい夜景と
なっている。ハンブルグ美術館でIvo　Haup・
tmannの作品Landschaft　in　Agneten　dortを
みたときこの雪景の表現法はムンクに似ている
と思った。単純化や色彩の用い方は非常によく
似ているのだが，形に対してはムンクの方がは
るかに俊厳なものを感じさせる。「FRA　W・
ARNEMUNDE」はむしろ抽象画のようにさえ思
われる。もし中景の独立樹がなければ殆んどが
線でしめられる田園の風景である。赤味の色が
土の暖さをしめすかのようにそれがあたかも人
間の血管のようにさえ思われる。彼には又働く
人々や村人の生活の牧歌的なものも多数ある。
「Landsbygate，　Elgersburg－village　street，
Elgersburg」
　子供たちの一団が家離とたわむれる冬の日の
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情景である。少しはなれてもう一団の子供たち
がおり，その中に赤い服の少女が描かれている。
その表現は子供の画のようにあどけなく，純心
な魂をよびもどしてくれる。家と樹木と空も北
欧の景色にふさわしいものであるが，子供の顔
の表現には「叫び」にみられる表情に似たもの
が感じられる。Horse－teamlattelage－Das
Pferdegespann．－Hestespann　1919－110．5×
145．5cmこの作品は黒い馬と白い馬が前進し
てくる姿が逞しく描かれ，人物は小さく遠近の
ある上に孤線のとり入れによる動きのある構図
になっている。背景の樹林や田園は北欧独得の
趣をみせている。馬の表現にすぐれたものは，
ピカソやドガのほかにロートックにもあるが，
軽快なムンクの筆触と巧な形体の把握力が感じ
られる。孤線の用い方は彼の特異なところであ
り，1915年作のVinter　ved　fjordenにもよく
みられる。大胆なまでにその孤線がとり入れら
れていても，極めて自然な様相として感じられ
る。オスロ国立美術館にある。「帰宅する労働者
たち」はムンク美術館の中での数多い作品の中
でも注目される作品である。これも馬の場合と
同様に人物が前進してくるように描かれてい
る。子供を集団として描いたときにも前向きの
人物の表現となっている。この集団の労働者の
表現には背景の街並みも透視法をとり入れてあ
り，日暮れどきの帰宅する人物の顔の中にこめ
られた魂の表現に目的があるようで，逗しい労
働者の姿が感じられる。　Galopperende
Hest－Galloping　Horse　1912年の作品は雪の多
い日の通りを駆けてくる馬を前進の姿で描いて
いる。この作品は厚途りの油彩画で白を主調と
するが，馬をはじめ，その周囲の5人の人物に
も多彩な色がみられる。背景の取扱いも単純化
された中に効果的な造形性を発揮している。楽
しい絵である。
Der　strand－Laplage－The　beachは海水浴の
人々を描いている軽快な明るい絵である。人間
には明るい生活ばかりあるわけではない。ムンク
にはこの反対の暗い場面のものや深刻な苦悩を
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表現しているものもかなりある。それらをとも
にここにとりあげて論述しようとは思わない。
しかし彼の作品を通じてしのはれることはデフ
ォルメや運命や1青悩に打ひしがれたための奇怪
な作品よりも，健全な人物画が残されているこ
とに敬服する。暗い陰影もともに画面に表現し
ているものには，　Moon　light－Clair　de　lune
1893－　140．5×135cm　　　や　　　Pubertet－
－1895－151．5×110cmの少女像がある、後者の裸
体の少女はこの暗い影のほかは美しさのすぐれ
た絵である。Sickchild－L’enfant　malade
1885－86－119．5×118．5cmは病床の子供の顔
がよく描き出されており，悲しみの感情を除い
て考えれば，ポナールの室内画に似た美しさが
ある。Etude　de　tete．－1883　La　s㏄ur　de　la－
rtiste．－1884　Portrait　de　l’artiste．－1886　TH．
ToRGERsEN－1882　　JoRGEN　　SoRENsEN
－1885　などのほか172×122．5cm　の大作La
Mario　Sironi
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soer　de　1’artiste－1892の人物画をみれば彼が
いかに堅実な作風を体得していたかが立証され
る。しかも気品の高いものを感じさせられる。
さらに1865年の　Portrait　de　15tiste・
－110．5×85．5cmをみて一そう彼自身の気品を
証明するものとして受けとれる。右手に軽くは
さんだシガレットの煙があり，表情には驚きに
似たものが感ぜられるところもあるが，顔と手
の描写が卓抜である。これとは別の作品で，背
景を赤くした裸体の異様な自画像とは色彩もそ
の包まれている零囲気も対照的なものである。
画面に描かれている黒い影や，なにかの魔力
にとりつかれたような感じのものには彼の独特
な表現が感じられる。彼は一方には静的な青色
を主調にした人物画を描き，他方には躍動的な
赤い火陥と思われるものを背景にしたり，主調
にしたりして表現を繰返している。1896年の作
Parisermodell－80．5×60．5cmの裸像はその背
景は赤く塗られ，描線も又赤いのである。しか
し形のデフオルメもなく，対比的な淡青い色の
コスチームらしいものを手にもつ横向きの坐像
である。堅実な作品である。後年すなわち
Knelende　kvinne，　akt－1913－102×72cmの
作品のようにフオーヴィックではない。ムンク
の場合も他の表現主義作家と同様に内面的な感
情のはげしいものを表現しているものがある。
すべての作品がそのようなものでないことは
前述の通り具体的に明らかにした。感情が先行
しているもののうちでも，はげしいものほどそ
れらが，今日の芸術の重要性とされる造形性が
あるのかどうか・については考えさせられるこ
とが多いといわざるを得ない。幻想や空想をま
じえているもので，写実性の乏しいものであっ
ても，画面における重要な造形性が，感情のた
めにゆるがせになってしまってはならないから
である。しかし現代美術の先覚者としての役割，
つまり新しい意味での表現性の拡張に寄与す
るところが大きく，絵画の持つ可能性を増大し
たことはたしかである。
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　2．Emil　Nolde（1867～1956）は，一連の表
現主義作家とともに，1941年にナチによって，
堕落した芸術という名の下に制作をさしとめら
れ，弾圧されている。そうした暗い人間の面に
向けられた表現や，グロテスクなものについて
述べようとは思はない。彼の作品の中で最も力
強くみられるのは「海」である。LONDONの
Tate　Galleryにも73×100cmの海の絵があ
る。油彩の特質を充分に発揮した卓抜な作品と
してみられる。深い海が厚味のある表現によっ
て一そう深く感ぜられ，画面全体の三分の一以
下になっている海の面積からして，空の拡がり
と多い雲が多彩な色彩をもっている。現実の海
や空には限りない変化があるが，その把え方は
極めて自然である。クールベの作品の中にみら
れる海は一瞬の動きを静止した状態で把えてい
るかにみられるが，ノルデの場合は本当に動い
ているように表現されている。その構図，形のと
り入れ方，筆触からくるものであろうと思われる。
印象派の人々の扱った静的な海や，ナビ派の人々
によって表現されている海の美しさとはその趣
が異なり，あたかも生命力のある生きもののよ
うに海も空もいぶきを感じさせる。恐ろしく強
大な本質的なものがよく表現されている。彼の
海に関する画には奇怪さはない。海に起る現象
は隠やかな光る海や晴れた海ばかりではなくす
さまじい情景はいくらもある。彼の生活体験の
中にある海や空を主題とするものがこのほかに
もたくさんある。しかしこの絵ほど色彩の調和
のとれたものはすくないように思われる。ノル
デの場合は，色彩は強くあざやかなものが多く
用いられ，筆触も荒々し人・ものが多い。花の色
のあざやかさは当然のことだとしても，人物を
取扱ったものも，はげしく強い色彩の対照があ
る。形の省略がすすめばすすむほど，さらに色
彩が高められ，強調されている。物語的なもの
を取扱っているものには，主観的な要素が加
わって，それがさらに個性的な表現となってい
る。自然を対象としたものよりはこうしたもの
への取組みに当って，感情や思想がはげしい場
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合には，重要な造形性も，ほどばしる情熱の中
に溶け込んでいくのであろうと思われるくらい
である。「踊り」をテーマにした作品が，あたか
も歓喜この上もないものの表現として行われ，
色彩も赤や黄色の暖い色が主として使われ，青
い色が対照的により効果的な役割を演じてい
る。こうした場面には紫色が可思議な零囲気を
かもし出している。赤と緑や青，紫と黄色や榿
と色彩の上でもコントラストの強いものがあ
り，明暗の上からもそれが強調されている。色
彩は感情を表現するために有効に用いられてい
ることが特徴である。
　3．　Oskar　Kokoschka（1886～　　　）
　彼の風景画は人物画もその描写は執拗なまで
に描き込まれ，あくまでも表現に意欲をもやし
ているように感じられる。，多い風景画の中でも，
1921年作の　DRESDEN，　N　EUSTADT　II－－
58×80cmには空と水との間に家並が描かれて
いるが，色彩の豊富さと構成的な平行構図の中
に，・心の躍動を込められた表現である。あまり
精細な描写よりは，直載な逗しい線と色彩の
意義をみつけたところに魅力を感ずる。これに
類する作品としては，DRESDEN，　A・
UGUSTUSBRUCKE　MIT　DAMPEB∞T（1923）．
DRESDEN，　ELBEBRUCKEN（1923）．がある。よく
似た場所を描いたものに1922～1923年頃に描
かれたDRESDENがある，これは線よりも色の
面の効果を効かして表現している。パリーの
チュレリー公園を鳥轍的に描いたものに
PARIS　TUILERIEN　II，（1925）がある。これは線
の効果がよく用いられている。彼は同年モナコ
の風景をやはり鳥轍的に描いて，空には飛んで
いる鳥を大きく描き込んでいる。MONTE
CARLO，（1925）がそれである。手前にカメラを
持って差しのべられている手があり，裸の像や
帽子の婦人，馬など何かを語ろうとしている絵
である。児童画にはこうした題材のとり入れ方
がしばしばある。LONDON，　TOWER　BRIDGE
（1925）も上から見おろしたように把えた構図に
なっている。複雑な都会風景をしっかりした線
で効果的にとらえている。ベニスのサンタマリ
ヤ寺院を描いたものも，白色の寺院を複雑な色
彩によって表現し，前景の舟は簡略化されるこ
とによって，寺院を一そう重々しい感じにして
いる。VENEDIG，　SANTA　MARIA　DELLA
SALUTE　O927）である。同じくベニスの風景で
も1924年作のVENEDIG，　BOOTE　AN　DER
DOGANAは広い範囲がとり入れられ遠近と左
右との水の部分が多く，豊かな色彩の変化をみ
せ，点景として扱われている船や帆をつけた舟
など，巧みな配置でたくさん描かれており，水
郷の風情をあますところなく描かれている。軽
やかに浮ぶ白雲の形体も躍動的で，筆触と色彩
とは彼独得のものをみせており，青い色と緑色
の水の中に点在するピンク調の色彩と黒の描線
は快的な表現をみせている。マドリードの中心
部の広場を描いた作品　MADRID，　PUEPTA
DEL　SOL（1925）はプラド美術館に近いところ，
スペインにみられる赤い色が点在する中で，比
較的冴えた青い色を多量に用いている。都心部
の人や乗物も軽快に描かれており，情熱の国ス
ペインの首府の感情をよく表現している。これ
も彼の得意とする鳥醸の絵である。アムステル
ダムの運河を真中にとり入れ，その両側に並ぶ
建築を逞ましく描いた作品，AMSTERDAM，
KLOVENIERSBURGVAC（1925）がある。複雑に立
ち込んだ家々を厚味の重々しい色彩で表現し，
オランダの持つ独得な感じと零囲気をその形と
色とによって表現している。1930年代に入ると
一そう風景画も精細に傾いている。GENVA，
HAFENANSICHT（1932瓦WIEN，　W　ILHEL
MINENBEG（1931）．
PRAG，　VON　DER　VILLA　KRAMAR　GESEHEN
（1934～35）．PRAG，　MOLDAUHAFENI（1936）．
PRAG，　KARLSBRUCKE（1934）．　POLPERRO　11
（1939）．などがこの傾向を如実に示している。後
年すなわち1950年以後のものにはさらにその
精細さを増大している。
　KOLN，（1956）．　wIEN，　sTAATsoPER（1956）．
BERLIN－13．　AUGUST（1966）などがあり，さらに
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LONDONCITY，（1970）に至っては色彩が簡素化
されたために一そうその精細な筆触が目立つよ
うになっている。空も陸も水も心の躍動があふ
れるようにでている。生命感のすぐれた表現と
なっている。彼にはこのほかに山岳を主題とし
た作品がある。1947年の作品TOURBILLON　DE
SION．　MATTERHORN　11．　MONTANA．などの三
作はいつれも高山の偉容を雄大広壮に描き出
し，それが魂のある生命体のように感動的に表
現している。のびのびと描きこんでいて，こだ
わりというものは微塵も感じられず，思う存分
に筆を運んでいる。動物や花などの作品もある
が，人物画も多い。デフォルメがあまりにも強
く，色彩も多彩である。対照性のはげしい表現
には，そのエスプリよりも感情的なものが前面
にでてくるように感じられる。造形性や美しさ
よりも，表現したいものを表現しようとする意
欲の強い作品である。20才代から30才代には
陰欝なものも数多く見受けられる。表現主義の
中でこうした傾向はその境遇や時代からの反映
でもあろうが，そのような傾向のものをここで
はとりあげたいと思わない。表現主義にとって
重要なすぐれた特質とは考えないからである。
強烈な色彩だけならばそれは野獣派にもある。
形体上の強烈な感情の表現によるデフオルメが
むしろこの主義の特質として挙げられる。この
ことは表現主義の特質重要な特徴であろう。し
かしそこに奇怪なものや，いわゆる堕落と思わ
れる場面や情景の描写も数多く表現されてい
る。それらのものを除いても，表現主義の作品
には，後世のものを叱陀激励してくれる。そう
した作品を豊かに汲取ることができる。ココ
シュカの人物画の中に今日いよいよ名声を博し
ているチェロ奏者カザルスの肖像がある。すな
わち1954年作のPABLO　CASALS　82×65cm
がある。カザルスはフランコ政権に反対して国
外に亡命し，フランコ政権を支持する国での出
演を拒否するような人物で，チェロの現代的な
奏法を確立し，バッハ無伴奏チェロソナタなど
を紹介している世界最高のチェロ奏者として著
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名である。ロシヤ画家レーピンのように端正で
適確な，いわゆる肖像画を描いているのではな
い。ココシュカはカザルスの外面を描くのでは
なく，演奏中の心理的な内面を彼独持の躍動的
な表現によって髪髭とさせている。チェロはや
や中央より右によせ，背景は左を青系に右を黄
色系にしている。顔の表情は格別だが，手にも
それぞれの表情が充分に表現されている。青い
服に対して，顔，右手，チェロの中には血のに
じみでるような熱いぽいものが表現されてい
る。
　ドイツ表現主義の中には多くの作家があるが
ここで，他の国における作家について述べるこ
とにする。
　4．Chaim（Haim）Soutine（1894～1943）表
現主義といえば，狭い意味ではいわゆる「ドイ
ツ表現派」に限られるような意見もあるが，彼
には人間生活の不安や焦躁の中に苦悩し，常に
生命について深く心に思いつめたものを，もの
に託して表現しているものが多いと考えられ
る。ムンクの生き方や表現にもこうした部分で
は共通しているようである。モジリアー二など
の良友との交流もあってか，現代絵画にとって
欠くことのできない造形性があり，色彩は強く，
デフオメのはげしい作品も多い。彼の作品の中
では地震のように揺れ動く描き方の風景画がた
くさんある。その中でもJouR　DE　VENT　A
AUXERRE（CIVRY），1939年がある。49×65cm
の風のある日に樹木の揺れ動く感じが表現され
ている。地平線のかなたへまっすぐに続く道路
には子供と思われる人物が二人描かれている。
ほかには誰の作品にもこれまでみられなかった
表現である。この作品は横に長いものであるだ
けに，他の樹木の絵よりは一そうきわ立った構
成力を発揮している。地平線を低い位置におき
ながら，大地の広さを表現し，空の部分を広く
して多くの木立を描きその動きを表現してい
る。これに似ている構図で野外の動的なものに
は，　LE　RETOUR　DE　L’ECOLE（CIVRY）と
DEUX　ENFANTS　SUR　UNE　ROUTEがある。風
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景の中に手をつないで歩む子供が描かれてい
る。筆触ははげしく色彩は対照的な調和をみせ
ている。縦に長い絵で「子供の肖像」がある。
1929年作で21×41cmの小品であるが，背景に
用いた緑色と，服の赤い色の調和がよく，右手
と左手の描き方を変化させながら，あどけない
子供を表現している。しかし顔の表情には，今
にも驚きの声を発するかと思われる一種の怖れ
のようなものがこめられている。にこやかに笑
いかけてくるような子供の肖像は一つとして見
当らないのは，彼の性格から来るのであろうが，
赤，青，黄などとその服の色は変って，背景の
色も緑，赤，青とその用いられるものは対照性
の強いのが特徴である。
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　LA　FILLETTE　ALA　POUPEE，（1926～1927）．　L’
IDIOT　DU　VILLAGE（1921～1922）．　LE　PETIT
MITRON（1926～’27）．がそれである。筆触のはげ
しい速写的な表現では1919一20年の作　LE
PAYSAN（62×53．5cm）がある。背景の緑に対し
て顔は黄と朱色を主として用いられている。服
は黒であるため一一そう顔が目立ってくる。顔に
ついては特に右の目と左の目の表現に差異があ
る。料理人などを主題にした場合には表情から
さらに肩は段ちがいに描かれている。　LE
PATISSIER　AUX　MAINS　SUR　LES　HANCHS．
（1926～27）76．5×69cmの作品には特にそれが感
じられる。デフオルメとはいってもこれは素晴
らしい彼の造形力の仕業であり，右手と左手に
も卓抜な表現力がみられる。人物画には顔より
もむしろ手に重要な働きがある。そのときその
ときに応じて屈託なく描かれているようにみえ
るが，彼のデフオルメは繰返し試みられた結果
到達したようなところもある。裸像の一一つに
NU（EVE）1933年作がある。右の腕と左の腕，右
の手と左の手が描きわけ方が実に見事である。
油彩の用法もほどぽしるような勢のある筆さば
きで，生きていると思う。46．5×27．5cmの小品
で縦長のものである。背景は暗い色を用いてい
る。建築物の作品中では名作の中に入れられて
　　　　　　　　　　ノいるのが，LA　CATHEDRALEDE　CHARTRES
（1933）である。この絵も縦に長くなっておりこ
の建物の高さを表現するにはこうしなければな
らなかったのであろう。91．5×49．5cmである。
シヤルトル大聖堂の正面から描いたものである
が，あまりにも高いために写真に撮ってもかた
むいて写るだろうが，人間の肉眼でも一挙に見
渡すことはこの正面の広場では無理である。
従って写生はこの正面からするのは至難であ
る。このような形でよくも納めたものだと思う。
これは建物の表現の仕方ばかりでなく，空が一・
そう巧妙に描かれている。下の部分には彼の好
む赤い色が扉にも，広場にも，手前にある小さ
な建物の屋根にも用いられて効果的である。絵
具の塗り重ねと厚さは石造のこの偉大な建造物
に適確な表現性を示している。天にむかってそ
びえ立つこの聖堂は彼の手によって，生きもの
ように魂が込められている。単なる視覚的な
写実ではなく，その感動を如実に表現した傑作
である。彼の絵こそは生きた写実というべきも
のであろう。これは彼の精神的な把え方に基因
するものであろう。
　PAYSAGE　DE　CAGNES．（1919）南仏カーニュ
で描いた風景はたくさんある。多くのものは
あってもどれもこれもデフオルメがはげしく地
震のように揺れ動くかと思われるものばかりで
ある。色彩もはげしいコントラストによって表
わされているものが多いが，その中に白い色を
主にした色彩の比較的静的なものがある。53×
64cmの絵である。黄色や赤を主調にした家や道
路の絵の多い中で同じカーニュを描きながら珍
らしく白壁の繰返しによる構成になっている。
静物画も多いが魚や野菜を主題にしたものには
特に生命感を感じさせられる。それらの中には，
目をそむけたくなるような動物の死体を迫力の
ある表現で描いているものがある。こうしたも
のたちよりも，前述のものの方が健全なものと
してみとめられる。青味の魚にトマトのような
赤いものを組合わせいるものにはそのことが特
に感ぜられる。作品としてはPOISSONS　ET
TOM TES．（1918）．　NATURE　MORTE　AUX　PO・
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OISSONS　ET　AUX　CEUFS　（1926～’27）
　　　　　　　　　ノNATURE　MORTE　A　LA　TABLE　ET　AU
MORCEAU　DE　VIANDE　CRUE（1926～’27）．
　NATURE　MORTE　AUX　POISSON　ET　AUX
FRUITS（1926～’27）などは画面のあらゆる色彩
が照合しあって美しい色の調和をみせている作
品である。人物像においても変質者や狂人のよ
うなものをわざわざ題材したものもあるが，こ
こでそれらをとりあげない。さりげない一つの
作品として，LA　FEMME　ACCOUDEE　A　EO・
MBRELLE　1935年頃の作品がある。これは赤い
レンガでつくられた両わきの柱の間に色黒い扉
がある。それによりかかっている赤い服のうつ
むきかげんな婦人が描いてある。手には白い帽
子と傘をもっている。白い帽子には黒のリボン
があり，白地の傘には赤と黒の模様がある。しっ
かりした絵である。1940年の作品に　LES
PORCSがある。二匹の豚が愛情をこめて描かれ
ている。豚の組合わせとその顔が面白く表現さ
れている。
　5．　Jules　Pincas　Pascin（1885～1930）
　パスキンはその生歴が示すように国際的な性
格がある。父はスペイン生れで母はセルビア生
れのイタリヤ人であり，彼はブルガリアに生れ
た。ウィーンで学び，ミュンヘンで働き，パリ
にでて，間もなくアフリカ，イギリス，アメリ
カに渡り，再びパリに帰ってからも，又アフリ
カ，アメリカ，スペイン，ポルトガルへと偏歴
を続けた。パリに最期はいたものの国籍はアメ
リカで取るなど，国際人でしかもボヘミアン的
な生活に終始している。スーチンの厚塗りとは
ちがって彼の場合は多くは淡彩のような作品で
ある。色が淡くとも重なりは必ずしも単純では
なく複雑に入り組んで表現への迫力は必ずしも
弱くはない。衰愁の感情ともいえるものはか
えってこうした技法によって一そう高められて
いると考えるのが至当であろう。特にデッサン
カが卓抜で，油彩の中にも震えるように描線が
残されている。極めて繊細な神経のゆきとどい
た作風である。放蕩的な生活の中から生まれた
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作品も少くないようである。題材の如何よりも
油彩の場合いかに薄塗りの技法でありながら，
よくその感動を表現できたものである。第一次
大戦を中にしたその前後の社会状態の中で，不
安や焦躁や悲哀や恐怖などの零囲気が彼の表現
に及ぼした背景となり，中味となっているのが
実相のようである。パスキンについても，この
ようなことについて論ずるのではなく，その表
現の特質をとりあげていきたい。The　Model
（1927）は右むきの裸婦が白い布で覆う椅子によ
りかかった姿の作品である。彼独得の淡い彩色
によるものだが，肉付けはよく表現され，全体
には暖かい感じのものになっている。背景に用
いられた青味の色彩がうすくその膚にも用いら
れているが，膚の色彩に変化を持たせている。
同じようにその椅子に白い布をかけているもの
に，Yang　girl　seated（1929）がある。この人物
は膝のあたりにいくつかの赤い花が置かれ，
シュミーズの淡青い色と対照的な調和を持たせ
ている。彼の得意とする女性像は数多いが，そ
の中でももっともすぐれたもののように感じら
れる。このほかに挙げたいものには1925年作の
Little　girl．1927年作のGirl　in　boots．1924年
作のYong　girl．1923年作の、Standing　yong
girl．
　　　　　　　　　ノ1927年作のLUCY　A　LA　FOURRE．などがあ
る。
　男を表現したものには，LE　VIEUX　MB
XICICAN（1919）がある。労農夫が馬車にのって
いる。衰愁のこもった情景である。背景には山
岳が描かれ，山や空や老人の衣服の青とは対照
的に茶系統や黄土色の色彩が，一そうひなびた
情景を表わすのにふさわしいものとなってい
る。この作品にひかれた造形的な描線は黒く，
この淡い色調の中に特異な効果がある。
　6．Mario　Sironi（1885～　　）イタリヤで
最初は未来派の運動の中にあったが，彼の作品
は多種多様のものがある。黒を巧みに扱ってい
るところはルオーにも共通したところがある。
イタリヤには傑出した彫刻家が古くから多くい
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た。絵画にも又彫刻的な立体感が充分にそな
わっている。モジリアー二の作品にもこのこと
は同様であるが，シロー二の場合も空間構成や
表現が単純な中にも重厚な実在感を持って迫っ
てくるところがある。彼の場合は厚ぬりの色彩
が特徴のようで，この点では前述のパスキンと
は非常な差異がある。一般には　Urban　Lan－
dscape．　Suburps．　Railroad．　The　Gasometer
のような街景が特色として挙げられているが，
単純化のすすんだ造形的な作品が多い。1941年
作のLight　Spacesには，緑色の女性と白の男
性との並んだ立像が描かれている。これらをは
じめ，1949年作のWall　Composition．1950年
作のThe　White　Horseやldols．1951年作の
Stillness．やNocturne．やThe　Law　of　Nu－
mbersなど卓抜な造形力を平面的な絵画の中
に新しい表現の可能性を示したものとして考え
ることができる。
　1941年作のDecorated　Wallには画面の左
と右を分割したものにさらに上と下との描きわ
けの変化が大きくみうけられる。
　7．　Georges　Roualt（1871～1958）
　イタリヤのシロー二と同様厚塗りの油彩が多
い。色彩のコントラストはシロー二のように静的
なものではなく，むしろ筆触とともにはげしい
ものがある。黒の描線の効果の高いことはシ
ロー二にもその特色があったが，赤，青，緑，
黄の中にある黒の逗ましい線の強い効果が格別
である。彼の仕事が表現主義的であるといわれ
るのは，宗教感の多いことと，比較的生活レベ
ルの低い人達を愛情のこもった心でとらえ，そ
れを率直に表現しようとしたことによるもので
あろう。従って彼の仕事も又単なる写実ではな
く，精神的なものが先行していると考えられる。
技法的な立場からしてみても，他の人々とは大
きな差異を示している。ルオーは，『信じること
のできるものは，視覚を超えた世界，悟性では
なく感性を通じて語りかけてくる領域にあるも
のだ。』といっているが，自己の内的なものの強
い表現となっていったのであろう。1920年頃の
作にPaysage　de　N6e1がある。教会堂があり，
そのすぐ傍には遙かに続く一本道が描かれ，
家々の屋根にも白い雪化粧になっている。空は
暗く塗られている静寂な風景である。黒の太い
描線と黄褐色の壁の色とが特徴となり，構図と
ともにしっかりした表現となっている。1925年
作のLapprenti　ouvrier（autoportrait）。54才
の彼は落着いた風貌をみせ，目はやや下むきか
げんである。青く暗い陰影がつけられ，肩の部
分の赤い上の色が僅かな面積ながら美しく底
びかりするような感じである。La　Sainte
Face（1946年頃）キリストの顔を主題にした作
品はいくつもあるようだが，眼には特におだや
かさがあり，鼻は割合に長く，あごのあたりは
小さくなっているようにデフオルメされてい
る。緑青の背景に対して朱色の口をはじめ髪や
その他のところにも散在するのは美しい。黒い
太々とした描線のしめくくりは彼独自のものと
なっているが，彼の内面に描かれたキリストの
映像はむしろ，彼自身の人柄を表現しているか
の如くである。塗り重ねられたその周辺に白い
橡を描き込んでいることも，彼独自の仕ぐさの
ようである。1951年作のSainte　Jeanne　d’Arc
このほかにもジャンヌダークを描いたものはあ
るようだが，多彩でしかも鮮烈な色が多くみら
れる。馬が青色と黒の描線で描かれ，実に大胆
な筆さばきで表されている。燈色の片腕の部分
も手網の赤も晩年に近く益々冴えているのでは
ないだろうか。翌1952年のClair　de　luneも素
晴らしく構成的なものをみせている。調刺的な
場面の作品や悲運な人々を主題にしたものもな
いわけではないが，作品の意味や内容について
語ろうとは思わない。主としてここで問題にし
たいのは，色彩，形体，構成，マチエール，題
材などの観点から，新しい芸術教育への思考を
抽き拙そうとしたものである。ルオーの生涯は
長く，従って作品も多種多様であるが，あくま
でも表現しようとしたことが，作品の上にも如
実に示されている。
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V　結　　論
　1．表現の主題
　主題とか題材とかは，児童や青少年の場合，
同じようなものの繰返しをしていることが，し
ばしばある。このような停滞を改除するには，
他に主題や題材を気づかせ，表現法も改革して
いくことが必要である。表現の窓口を拡張する
には，表現主義の中で各人の表現に適したもの
を選び，これまで気がつかなかった新しい世界
への窓口を紹介することである。青少年には表
現主義の人々のように，生命感のあふれたもの
や，躍動，激烈といった感じのものにひかれる
性質と傾向がある。表現主義の作品の中には呪
われた運命による暗黒の人世のできごとを取
扱ったものや，所謂，頽廃芸術とされる，ゆが
められ，不健全とされる社会的事象を意図的に
取扱ったものもある。ことさらこのような暗い
面を教育の中に取込む必要を感じない。そうし
た運命にたち向っていく気力や表現力を育成す
るために配慮することが必要である。
　2．主観性について
　表現主義の作品は外界の現象や事物を，視覚
的な客観性にたって作られることよりは，むし
ろ主観的で内面的な感情を出発点としていくも
のが多いと考えられる。このことは児童期の人
間が，本能的な表現意欲にとりつかれているの
と共通したところがある。児童期の表現そのも
のは，客観的なものの見方や感じ方，表現法な
どの不足によるものと考えられているが，成長
発達にともなって，主観的なものを抹消してし
まってよいというものではない。驚き，感動，
悲歎，歓喜，怒り，苦悩など人間世界にはそれ
なりに各人が体験していくことである。それら
を表現していくことも，極めて自然なことがら
である。抑圧された表現生活や，制御されすぎ
た生活環境からは，そうしたものの表現が減退
していくのが必定であろう。こうしたことがら
を率直に表現させるには，表現主義の作品を鑑
賞することによって，本来の屈託ない表現の意
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欲を回復させ，奨励していくことになる。各人
のもつ主観性の長所はそれを生涯を通じて伸長
させることが必要である。そのためには各人に
このことを自覚させ，育成していくことが重要
である。
　3．表現手法の拡充
　子供は心の中に思っていることを彼等のそれ
なりの手法によって表現しようとつとめる。そ
してやがて技法の不足や用具材料についての知
識の不足にも，表現力の不足にも自覚をすると
きがくる。表現のためにはきまった法則やしき
たりがあるわけではない。ココシュカなどにつ
いてみれば，その表現にこだわりのないことが，
一そう明かに理解できるようになる。表現主義
とはいっても各人の作家独自の手法を開発しな
がら，あくまでも表現の達成をはかっている。
従ってそれぞれについて特異な表現手法を学ぶ
ことは，より広く，しかも屈託のない表現の心
構えと手法の開発に役立つものである。
　4．内面的思考
　表現主義作家は深い内面の思考をもってい
る。ときにはそれが，深刻でありすぎるために，
表現は暗く，陰欝なものになることがある。青
少年に対しては健全で明るい生活をもつように
期待するのが我々の願望である。従って精神的
な内面の思考や明るい生活感情を重要視してい
くことが大きな課題となってくる。各人の生活
体験を中心とした思想や感情の率直な表現を期
待するためには，それ自身の内容を各人の内面
において統合させることが必要である。仏つく
つて魂入れずの諺のように。外観だけにとどま
らず，内面的なものの表現を先行させた表現主
義は，敢えて困難なその表現に当っていると考
えられる。
　5．造　形　性
　現代美術にあっては，具象と抽象とをとわず，
ともに必要なことは造形性である。ともすれば
奇怪なものや奇異なものとなって，あるいは又
主題の解明的な物語り的な内容の表現に終始す
れば，この点の考究がゆるがせになる。主観性
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や精神，感情を出発点としても，それを単なる
表現活動の結果に終らせてはならない。このた
めには，色彩の働きやその選択，画面の要素的
なものの構成についての造形力を活用してい
くことが必要になる。表現主義にあっては感情
がはげしく前面にでていくのであるから，この
点についての脆弱さをはらむ可能性がある。
従ってこの傾向を奨励していくためには，表裏
一体となって，より高い造形力の育成が必要と
なる。
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　Istudied　how　to　adopt　Expressionism　in　art　education．　Expressionism　has　the
intensity　of　colors　and　the　roug㎞ess　of　the　application　of　the　tec㎞ique　in　common　with
Fauvism　and　at　the　same　time　the　expressive　tendency　of　the　youths　in　demonstrated．
　Expressionism，　which　aims　at　the　expression　of　inner　spiritual　life　as　well　as　the
external　visual　descrptions，　often　expresses　the　strong　feelings　of　joy　and　anger，　fears
and　sorrows，　and　even　the　dark　side　of　human　Life．　Irregular　formation　is　also　one　of
characterristics．　Some　of　expressionism’s　works　show　peculiar　color　sense　and
mysterious　forms．
　In　art　education　for　the　youths，　it　is　necessary　to　choose　wholesome　works　full　of
Liveliness　as　the　teaching　matirials　for　them．
　Young　people　will　be　deeply　impressed　and　their　expressive　desires　will　be　greatly
stirred　by　works　of　this　type．
　In　order　that　the　innosent　expressions　and　the　earnest　devotions　inherent　in　children’s
hearts　be　kept　untill　they　grow　up，　the　works　of　expressionism　will　provide　this
oPPortunity　to　a　great　extent．
